
 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度第１回青森県原子力施設 

環境放射線等監視評価会議合同会議 

 

 

 

 

議  事  録 

 

 

 

１ 開催日時  平成２９年５月２２日（月）１４：００～１６：００ 

 

２ 開催場所  ホテル青森 ３階 孔雀の間 

 

３ 議  事 

（１）原子力施設環境放射線調査結果について(平成 28 年度第３四半期報) 

（２）東通原子力発電所温排水影響調査結果について(平成 28 年度第３四半期報) 

 

４ その他 

（１）原子燃料サイクル事業の現在の状況について 

（２）東通原子力発電所の現在の状況について 

（３）リサイクル燃料備蓄センターの現在の状況について 
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発言者等 発  言  内  容  等 

司 会 

原子力安全対策課 

神総括主幹 

 定刻となりましたので、これより「平成２９年度青森県原子力施設環

境放射線等監視評価会議合同会議」を開会いたします。 

 会議に先立ちまして、委員の委嘱状を交付します。委員の方は、お名

前をお呼びいたしますので御起立をお願いします。 

 それでは知事、お願いいたします。 

 

三村知事 辞令 浅野智宏 殿。 

 青森県原子力施設環境放射線等監視評価会議委員を委嘱する。 

 委嘱期間 平成２９年４月１日から平成３１年３月３１日まで。 

 平成２９年５月２２日、青森県知事 三村申吾。 

 

 浅野智宏様、池内嘉宏様、岩崎民子様、大桃洋一郎様、片桐浩様 

 片桐裕美様、小嶋純一様、佐藤学様、杉山俊英様、田上恵子様 

 滝澤行雄様、床次眞司様、沼宮内弼雄様、林晋一郎様、久松俊一様 

 藤原英司様、松鶴秀夫様、山澤弘実様、山田正俊様、吉田勝彦様 

 伊藤貢子様、小笠原春枝様、宮田敦子様、古川壽子様、山崎輝美子様 

 山田昌子様、和田榮子様、上長根浅吉様、熊谷拓治様、西山里一様 

 吉野正男様、竹林雅史様、橋本良輔様、橋本兼蔵様、赤石良太郎様 

 竹ケ原幸光様、酒井一由様、赤石憲二様、村上壽治様、石戸秀雄様、 

甲地昇様、古林輝信様、橋本隆春様、金澤満春様、野坂充様、 

中谷純逸様、宮下宗一郎様、越善靖夫様、戸田衛様、小桧山吉紀様、 

熊谷雄一様 

 

司 会 

 

以上をもちまして委嘱状の交付を終了いたします。 

 引き続き、開会にあたりまして知事から御挨拶を申し上げます。 

 

三村知事 本日は、委員の皆様におかれましては、御多用中のところ御出席を賜

り誠にありがとうございます。 

 また、皆様方におかれましては、日頃から青森県政の推進に格別の御

理解、御協力をいただいておりますとともに、本監視評価会議委員への

就任を御快諾いただき、厚く御礼を申し上げます。 

 県では、原子力施設周辺地域における住民の安全確保と環境の保全、

これを図るため、環境放射線等の監視を実施し、その結果を本監視評価

会議において、評価・確認していただき、広く県民の皆様方に公表して

いるところでございます。 

 本日は、平成２９年度第３四半期の調査結果について御審議をいただ
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くことといたしておりますので、忌憚のない御意見を賜りますようよろ

しくお願いを申し上げます。 

 さて、県内の原子力施設につきましては、国による新規制基準に係る

適合性審査が進められているところでございます。このうち、日本原燃

株式会社のウラン濃縮工場につきましては、先日、県内の原子力施設で

は、初めて国により新規制基準に適合するとの判断が示され、事業変更

許可が下りたところでございます。 

 原子力施設につきましては、何よりも安全確保が第一であります。 

 県といたしましては、国の原子力規制委員会において、新規制基準へ

の適合性を確認されることが県民の安全・安心の確保を図るうえで重要

であると認識しているところであり、今後とも、国及び事業者の対応状

況を厳しく見極めていくとともに、環境放射線等の監視をはじめとする

原子力安全対策の充実・強化に努めて参ります。 

 委員の皆様方におかれましては、一層の御指導をよろしくお願い申し

上げ御挨拶とさせていただきます。 

 本日は、誠にありがとうございました。 

 

司 会 

 

 続いて、互選の副会長選任に移ります。 

 本日の会議は、委員委嘱後初めての会議ですので、要綱第３条第２項

の規定に従い副会長を２名選任することになっております。要綱では、

副会長２名のうち、１名は副知事がこれにあたり、他の１名は委員の互

選によってこれを定めるとされております。 

 進行は、会長である三村知事にお願いいたします。 

 

議 長 

三村知事 

 それでは、議事を進行させていただきます。 

 要綱におきましては、副会長のうち１名は委員の互選によってこれを

定めるということでございますので、どなたか適任の方を御推薦いただ

くこととしてよろしいでしょうか。 

 

（異議なしの声あり） 

 

 異議なしということでございます。 

 それでは、どなたか御推薦をお願いしたいと思います。 

 浅野委員 

 

浅野委員 浅野でございます。 

 副議長ということですので、やはり評価委員会の委員長として卓越し
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た見識とご経験をお持ちの大桃委員を推薦させていただきます。 

 よろしくお願いします。 

 

議 長  ただ今、大桃委員の推薦がございましたが、委員の皆様方、いかがで

ございましょうか。 

 

（異議なしの声あり） 

 

異議なしということでございます。 

 それでは、大桃委員、他の委員からは「異議なし」ということでござ

いますが、いかがでしょうか。 

 

大桃委員 謹んでお受けいたします。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

議 長 ありがとうございます。 

 大桃委員に副会長をお願いすることといたします。 

 

司 会 申し訳ございませんが、知事は所用のためここで退席させていただき

ます。 

 会長が退席しましたので、副会長の佐々木副知事に議長をお願いいた

します。 

 

議 長 

佐々木副知事 

副会長の佐々木でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、早速、本日の会議の議長を務めさせていただきます。 

 まず、事務局から配付資料の確認をお願いいたします。 

 

司 会 それでは、資料を確認させていただきます。 

 上から順に次第、席図、出席者名簿 

 青森県原子力施設環境放射線等監視評価会議設置要綱 

 続きまして、資料１、会議の状況 

 資料２ 環境放射線モニタリングの流れ 

 資料３ 原子力施設環境放射線調査報告書（案）平成２８年度第３四

半期報 

 資料４ 東通原子力発電所温排水影響調査結果報告書（案）平成２８

年度第３四半期報 
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 参考資料１ 原子燃料サイクル事業の現在の状況について 

 参考資料２ 東通原子力発電所の現在の状況について 

 参考資料３ リサイクル燃料備蓄センターの現在の状況について 

以上でございます。 

不足の資料はございませんでしょうか。 

 よろしいようですので、事務局からのお願いですが、ご発言の際には

マイクをお持ちいたしますので、マイクをご使用ください。 

 資料の確認については以上でございます。 

 

議 長 それでは、次は、前回の議事概要についての報告でございます。 

 前回の評価委員会及び監視委員会の概要について、事務局から報告を

お願いいたします。 

 

事 務 局 
原子力安全対策課 

松田課長代理 

事務局、原子力安全対策課課長代理の松田でございます。 

 お手元の資料１の会議の状況をお願いいたします。 

 １ページ目から２ページ目までは、前回の評価委員会の状況でござい

ますが、こちらにつきましては、評価委員会委員の皆様方がご出席いた

だいた会議でございまして、監視委員会の委員の皆様方には、前回の委

員会で報告しておりますので、詳細については割愛させていただきま

す。 

 続きまして３ページ以降でございますが、前回の監視委員会の状況に

ついて記載してございます。 

 監視委員会につきましては、２月２４日にホテル青森におきまして、

委員３９名のご参加のもと行われました。提出資料につきましては、記

載のとおりでございます。 

 中ほど５、概要（１）議事をお願いいたします。 

 ア、原子力施設環境放射線調査結果についてです。 

 （ア）としまして、原子燃料サイクル施設の調査結果について、以下

のように確認されましたのでご報告させていただきます。 

 原子燃料サイクル施設に係る平成２８年度第２四半期の環境放射線

等調査結果は、これまのでと同じ水準であった。原子燃料サイクル施設

からの影響は認められなかった。 

 （イ）といたしまして、東通原子力発電所に係る確認結果でございま

す。 

 東通原子力発電所な係る平成２８年度第２四半期の環境放射線調査

結果は、概ねこれまでと同じ水準であった。東通原子力発電所からの影

響は認められなかった。 

 なお、海産食品中のガンマ線放出核種分析結果に東京電力ホールディ
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ングス株式会社、福島第一原子力発電所の影響により、平常の変動幅を

上回った測定値があったが、住民の健康と安全に影響を与えるレベルで

はない。 

 次に（ウ）リサイクル燃料備蓄センターでございます。 

 リサイクル燃料備蓄センターに係る平成２８年度第２四半期の環境

放射線調査結果は、これまでと同じ水準であった。 

 このように監視委員会において委員の方々から確認を受けてござい

ます。 

 次の議題といたしまして、イ、東通原子力発電所温排水影響調査結果

につきましては、県から説明を行い、今後もデータの収集に努めていく

こととしました。 

 次に（２）その他についてでございます。 

 ア、イ、ウにつきまして、各事業者の状況について説明させていただ

いているものですが、本日改めて最新の状況を各事業者から説明させて

いただきますので、詳細の説明は割愛いたします。 

 以上でございます。 

 

議 長  ありがとうございます。 

 ただ今、説明のありましたことについてご質問があればお受けいたし

ます。 

 ご質問、ございますでしょうか。 

 それでは、無いようでございます。次に移らせていただきます。 

 続いて、本日は任期初めての合同会議ということで、改めて県と事業

者で実施しております環境放射線モニタリングの概要について、事務局

から説明をさせたいと思います。 

お願いいたします。 

 

事 務 局 
原子力安全対策課 

安田課長 

原子力安全対策課長の安田です。 

 それでは、環境放射線モニタリングの概要についてご説明いたしま

す。 

 資料２と記載されたＡ３横、折りたたんだカラーの資料をご準備くだ

さい。 

 こちらの資料を使用して、今年度、新たに委員にご就任されました委

員の方々に県及び事業者が実施している環境放射線モニタリングの概

要についてご理解いただくとともに、これまでご参加いただいている委

員の皆様にもご理解を深めていただくため、年度の最初の会議において

説明することとしております。 

 はじめに、モニタリング、環境放射線モニタリングの目的としまして、
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資料の一番上に記載しているとおり、原子力施設から放射性物質の放出

などの異常が発生していないか監視するために実施するものです。 

 次に赤枠内をご覧ください。 

 県及び事業者は、環境試料の放射能分析と環境放射線量率の測定を実

施しています。 

 環境試料の放射能分析では、県、事業者併せて年間１，２００以上の

環境試料を採取し、放射性物質の濃度などを測定しています。 

 環境放射線量率の測定では、県内２５か所に設置している測定局にお

いて、空間放射線量率、同じ時刻の放射線を１時間あたりに換算したも

のですけども、これや気象状況を２４時間、３６５日測定しています。 

 これらの測定結果を集積・解析した上で、四半期ごとにそれぞれの施

設に応じた評価方法に基づいて、施設からの影響の有無や過去の測定と

比べてどの程度の水準であるかなどを検討しているほか、年度ごとに施

設に起因する放射線及び放射性物質による周辺住民等の線量を推定・評

価しています。 

 右上の青枠内をご覧ください。 

 県、事業者が検討・評価した結果は、県が設置した青森県原子力施設

環境放射線等監視評価会議において、四半期ごとに評価確認していま

す。 

 まずは、原子力等の専門家２５名で構成する評価委員会において、専

門的・技術的な事項について評価いただいた上で、監視委員会では、評

価委員会において評価した結果の確認等を行っていただいています。 

 本日は、委員の任期の最初ということで、評価委員会、監視委員会合

同で開催しています。 

 なお、空間放射線量率については、県のホームページでリアルタイム

のデータを公表しているほか、委員の皆様に評価・確認いただいた内容

については、新聞広告やパンフレット、「モニタリング通信あおもり」な

ど、様々な方法で広く県民に公表しています。 

 以上が青森県の環境放射線モニタリングの概要です。 

 

議 長 ありがとうございます。 

 それでは、早速議事に入らせていただきます。 

 まず議事の１、原子力施設環境放射線調査結果について、事務局及び

事業者から準備説明をお願いいたします。 

 

事務局 
原子力センター 

竹ヶ原所長 

青森県原子力センターの所長の竹ケ原と申します。 

 今回の議事は、平成２８年度第３四半期の調査結果です。 

 資料３、一番厚い資料、Ａ４のものですが、これについて事務局から
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調査結果についてご説明し、引き続き事業者からそれぞれの施設の操

業、運転状況についてご説明いたします。 

 まず、資料３の第３四半期報をお願いします。 

 目次の後の１ページをお願いいたします。 

 原子燃料サイクル施設についてとりまとめています。 

 また、めくっていただきまして３ページをお願いします。 

 １、調査概要です。 

 実施者は、青森県原子力センター及び日本原燃株式会社 

 期間は、平成２８年１０月から１２月までの平成２８年度第３四半期

です。 

 内容、測定方法については、記載のとおりです。 

 １枚めくっていただきまして、４ページと５ページには、先ほど説明

もありました空間放射線や環境試料中の放射能及びフッ素の調査地点

数及び検体数をそれぞれ表にまとめております。 

 めくっていただきして、６ページをお願いいたします。 

 ６ページの左上に調査結果といたしまして、平成２８年度第３四半期

における環境放射線等の調査結果は、これまでと同じ水準であった。原

子燃料サイクル施設からの影響は認められなかった。という結論を事務

局の案としています。 

 それでは、調査項目ごとにご説明いたします。 

 まず、このページの（１）空間放射線の測定結果です。 

 説明は、次にありますグラフでご説明をいたします。 

 ７ページです。７ページの図２－１にモニタリングステーションによ

る空間放射線量率測定結果。 

 １枚めくっていただきまして、８ページの図２－２にモニタリングポ

ストによる空間放射線量率測定結果を示しています。 

 このうち、平常の変動幅を上回った測定値は、全て降雨等によるもの

と考えております。 

 このうち、８ページの砂子又局、グラフの左から３番目になるのです

が、こちらにおいて過去の測定値の範囲を上回った測定値があったが、

私共で放射線のスペクトル解析等の結果から、降雨雪と共に落下した天

然の放射線核種の影響と考えてございます。 

 続きまして９ページの図２－３、モニタリングカーによる測定結果に

ついては、過去の測定値の範囲内でした。 

 １枚めくっていただきまして、１０ページ、図２－４、ＲＰＬＤによ

る積算線量測定結果については、全て平常の変動幅の範囲内でした。 

 続きまして、１１ページお願いいたします。 

 空間放射線について、（２）環境試料中の放射能の測定結果について

とりまとめています。こちらも表で説明いたします。１枚めくっていた
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だきまして、１３ページをお願いいたします。 

 １３ページの表２－１、大気浮遊じん中の全アルファ及び全ベータ放

射能、表２－２、大気中の気体状ベータ放射能、表２－３、大気中のヨ

ウ素１３１測定については、全て平常の変動幅の範囲内でした。 

 １枚めくっていただきまして１４ページには、ガンマ線放出核種分析

のうち、セシウム１３７の分析結果を載せております。セシウム１３７

については、全て平常の変動幅の範囲内でした。その他のガンマ線放出

核種の人工放射性核種については、全てＮＤとなってございます。 

 次のページ、１５ページの表２－５、トリチウムについては、全て平

常の変動幅の範囲内でした。 

 表２－６、炭素１４については、比放射能、炭素中の放射能量は全て

平常の変動幅の範囲内でしたが、キャベツ・横浜町が１㎏生当たり１０

ベクレル、及び大根・出戸が１kg 生当たり６ベクレルで平常の変動幅を

上回ったが、比放射能はこれまでどおりの平常の変動幅の範囲内であり

まして、これらの結果は、試料中の水分含量が少なく、炭素量の割合が

高かったため、計算の値の結果、放射能濃度の測定結果が平常の変動幅

を上回ったものと考えてございます。 

 もう１ページめくっていただきまして、１６ページ、表２－７、スト

ロンチウム９０については、平常の変動幅の範囲内でした。 

 次のページ、１７ページの表２－８、ヨウ素１２９については、今期

の分析対象外です。 

 下の表、表２－９、プルトニウムについては、平常の変動幅の範囲内

でした。 

 １枚めくっていただきまして、表２－１０、アメリシウム２４１につ

いては、平常の変動幅の範囲内でした。 

 表２－１１、キュリウム２４４については、全てＮＤでした。 

 表２－１２、ウランについては、平常の変動幅の範囲内でした。 

 次の１９ページには、環境試料中のフッ素について記載してございま

す。測定結果については、また１枚めくっていただきまして、２０ペー

ジの表２－１３及び表２－１４に示すとおり、全て平常の変動幅の範囲

内でございました。 

 以上が原子燃料サイクル施設に係る調査結果です。 

 続きまして、東通原子力発電所に係る調査結果です。９３ページをお

願いいたします。 

 まず調査概要となります。 

 実施者は、私共青森県原子力センター及び東北電力株式会社です。 

 期間、内容、測定方法については、記載のとおりでございます。 

 １枚めくっていただきまして、９４ページと９５ページには、空間放

射線及び環境試料中の放射能の調査地点数と検体数をそれぞれ表にま
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とめております。 

 １枚めくっていただきまして、９６ページをお願いいたします。 

 ２、調査結果といたしまして、東通原子力発電所に係る分として、平

成２８年度第３四半期における環境放射線の調査結果は、これまでと同

じ水準であった。東通原子力発電所からの影響は認められなかった。と

いう結論を事務局案としてございます。 

 それでは、また調査項目ごとにご説明いたします。 

 まず、空間放射線の測定結果です。グラフを用いて説明いたします。

次の９７ページをお願いいたします。 

 ９７ページの図２－１にモニタリングステーションによる空間放射

線量率測定結果。めくっていただきまして９８ページの図２－２にモニ

タリングポストによる空間放射線量率測定結果を示しています。平常の

変動幅を上回った測定値は、全て降雨等によるものと考えています。 

 このうち、砂子又局をはじめ５地点において過去の測定値の範囲を上

回った測定値がありましたが、私共のスペクトル解析等の結果から、降

雨雪と共に落下した天然放射性核種の影響と考えてございます。 

 次のページ、９９ページの図２－３、モニタリングカーによる測定結

果については、過去の測定値の範囲内でした。 

 １ページめくっていただきます。 

 １００ページの図２－４、ＲＰＬＤによる積算線量測定結果について

は、全て平常の変動幅の範囲内でした。 

 １０１ページをお願いいたします。 

 （２）環境試料中の放射能測定結果です。これも表でご説明いたしま

す。１枚めくっていただきますと、１０２ページの表２－１、大気浮遊

じん中の全ベータ放射能測定結果については、平常の変動幅の範囲内で

した。 

 表２－２、大気中のヨウ素１３１の測定結果については、これまでと

同様に全てＮＤでした。 

 次のページ、１０３ページ、ガンマ線放出核種分析のうち、表２－３、

セシウム１３７の測定結果については全てＮＤでした。その他の人工放

射性核種も全てＮＤでした。 

 １枚めくっていただきまして、１０４ページの表２－４、 

ヨウ素１３１及び表２－５、トリチウムは全てＮＤでした。 

 次のページ、１０５ページの表２－６、ストロンチウム９０及び 

表２－７、プルトニウムについては、平常の変動幅の範囲内でした。 

 以上が東通原子力発電所に係る調査結果です。 

 続きまして、リサイクル燃料備蓄センターに係る調査結果となりま

す。１５７ページをお願いいたします。 

 調査概要です。 
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 実施者は青森県原子力センター及びリサイクル燃料貯蔵株式会社で

す。 

 期間、内容、測定方法については記載のとおりでございます。 

 １枚めくっていただきまして１５８ページには、空間放射線及び環境

試料中の放射能の調査地点数と検体数を表にまとめております。 

 １５９ページをお願いいたします。 

 ２、調査結果です。 

 リサイクル燃料備蓄センターについては、施設操業前の事前調査を実

施してございます。調査結果としては、平成２８年度第３四半期におけ

る環境放射線の調査結果は、これまでと同じ水準であった。という結論

を事務局案としてございます。 

 それでは、調査項目ごとにご説明いたします。 

 同じページにある（１）空間放射線の測定結果です。説明は、グラフ

を用いてご説明いたします。次のページをお願いします。 

 １６０ページの図２－１、モニタリングポストによる空間放射線量率

測定結果について、平常の変動幅を上回った測定値は全て降雨等による

ものと考えてございます。 

 このうち、関根局及び美付局において、過去の測定値の範囲を上回っ

た測定値がありますが、スペクトル解析等の結果から、降雨雪と共に落

下した天然放射性核種の影響と考えてございます。 

 図２－２、同じページでございます。ＲＰＬＤによる積算線量測定結

果については、全て平常の変動幅の範囲内でした。 

 次ページお願いいたします。 

 環境試料中の放射能の測定結果です。 

 ガンマ線放出核種分析のうち、表２－１のセシウム１３７の測定結果

については、全てＮＤでした。その他の人工放射性核種についても全て

ＮＤでした。 

 以上がリサイクル燃料備蓄センターに係る調査結果です。 

 事務局からは以上でございます。 

 

日本原燃㈱ 

安全・品質本部 

佐々木環境管理 

センター長 

日本原燃の佐々木でございます。 

 原子燃料サイクル施設の操業状況についてご説明いたします。 

 同じく資料３、平成２８年度第３四半期報の５５ページをお開きくだ

さい。 

 ５５ページの四角い囲いの中には、表中の記号のご説明を示しており

ます。 

 それでは５６ページをお開きください。 

 まず、ウラン濃縮工場の操業状況でございます。 

 ＲＥ－２Ａにおいて、１５０ｔＳＷＵ／年のうち、初期導入分の 
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７５ｔＳＷＵ／年が生産運転を行っております。それ以外は運転停止中

でございます。 

 次の５７ページ、上の表は、ウラン濃縮施設における放射性物質及び

フッ素化合物の放出状況です。ウラン、フッ素化合物共に気体、液体と

も検出されておりません。 

 また、下の表のその他施設、研究開発棟につきましても、全て検出さ

れておりません。 

 次の５８ページからは、低レベル放射性廃棄物埋設センターの操業状

況でございます。 

 第３四半期の合計での受入数量は５，１０４本、埋設数量は 

３，８４０本となっております。その下の表の放射性物質の放出状況で

ございますが、気体、液体とも放出に係るような作業は発生しておらず、

放出実績なしでした。 

 次の５９ページは、地下水中の放射性物質濃度の測定結果です。７地

点の地下水管理設備でトリチウム、コバルト６０、セシウム１３７を測

定しておりますが、いずれも検出されておりません。 

 次の６０ページは、高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センターの操業状

況でございます。 

 第３四半期におけるガラス固化体の受入数量は１３２本、管理数量は

２８本でした。 

 その下の表の放射性物質の放出状況について、気体の放射性ルテニウ

ム、放射性セシウムとも検出されておりません。 

 次の６１ページからは、再処理工場の操業状況でございます。 

 使用済燃料の受入れについて、第３四半期はＰＷＲ燃料の受入れが０

体、ＢＷＲ燃料の受入量は２２体、再処理については０体でした。 

 次の６２ページでございますが、第３四半期の製品の生産量として、

ウラン製品、約２トンがございます。 

 下の表は放射性物質の放出状況のうち、放射性液体廃棄物の放出量で

す。 

 第３四半期はトリチウム及びヨウ素１２９が検出されております。放

出量は表中の数値のとおりであり、これまでとほぼ同等のレベルでし

た。 

 年度合計値を年間放出管理目標値と比べますと、トリチウムは約５０

万分の１、ヨウ素１２９は約６，２００分の１でございました。 

 次の６３ページは、放射性気体廃棄物の放出量でございます。第３四

半期では、トリチウムが検出されております。放出量は表中の数値のと

おりであり、これまでとほぼ同等のレベルでした。 

 年度合計値を年間放出管理目標値と比べますと、約１９，０００分の

１でございました。 
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 ６５ページ以降は、参考資料としまして、モニタリングポストの測定

結果、放出量の測定結果、気象の詳細を掲載しておりますので、後ほど

ご覧いただければと思います。 

 

東北電力㈱ 

東通原子力発電所 

小笠原副所長 

それでは続きまして、東北電力の小笠原でございます。 

 資料１３１ページをお開きください。 

 ここからが、東通原子力発電所の運転状況になります。 

 １ページめくりまして１３２ページをご覧ください。 

 （１）、発電所の運転保守状況でございます。東通原子力発電所は、第

４回定期検査中でございまして発電の実績はございません。 

 続きまして、次のページ、１３３ページをご覧ください。 

 放射性物質の放出状況でございます。 

 上段①が気体廃棄物の放出量になっております。今回の第３四半期に

つきましては、希ガス、ヨウ素とも検出されてございません。トリチウ

ムにつきましては、６．１×１０の９乗ベクレルということで、これま

でと同等の値となっております。 

 その次、下段、②番、液体廃棄物の放出量でございます。 

 第３四半期、トリチウムを除く全放射能でございますが、こちらにつ

きましては検出されてございません。トリチウムでございますが、 

８．６×１０の９乗ベクレルとなってございまして、これも、これまで

と同等のレベルでございます。 

 １３４ページ以降につきましては、参考資料となってございますの

で、後ほどご覧いただければと思います。 

 以上でございます。 

 

議 長  ありがとうございます。 

 ただ今、事務局そして事業者の皆様から順次説明がありましたことに

ついてご質問があればお受けいたします。 

 はい、お願いします。 

 

池内委員  事務局から説明がございました１５ページの炭素１４のところでご

ざいます。表２－６、平常の変動幅を上回ったということで、上から２

つ目のところに１０ベクレル／㎏生という表示がございますが、ご説明

では、これはキャベツだったでしょうか。 

 

事務局 
原子力センター 

竹ヶ原所長 

 試料としてはキャベツでございます。 
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池内委員 上回った理由は、水分が少ないというご説明だったと思うのですが、

平常の変動幅は３から７ベクレル／㎏生ということで、この値から考え

れば、最高でも７ベクレル／㎏生が平常の変動幅だということで、１０

ベクレル／kg 生が出るということは、水分が３割以上も少ないという

ことで、キャベツって、そんなに水分が変わるのかな？ということを思

ったので、この時の１０ベクレルが出た時の試料の水分が分かれば、普

段と比べてどのくらい低いのか教えていただければと思います。 

 

事 務 局 
原子力センター 

竹ヶ原所長 

申し訳ありません、水分量については、手持ちはないのですが、今回、

非常に生育に時間がかかっているような状況でございまして、結果とし

て、その葉があまり活きのいい状態ではないというか、そのようなもの

をサンプルとしたということで、このような報告書にさせていただきま

す。 

手持ちで、今日、数字はお示しできませんけども、実際の水分量につ

いては、私共としても継続的に数字を持ってございまして、それは明ら

かに低い数字を得てございます。 

 

池内委員 分かりました。 

 ありがとうございました。 

 

議 長 その他、ご質問ございませんでしょうか。 

 

山澤委員 ２点、確認させていただきたいのですが、今の点について、今のデー

タで１０ベクレル／㎏生になっているデータについて、これは、比放射

能が０．２４ベクレル/g 炭素ということでよろしいのでしょうか、この

データの見方としまして。 

 すみません、１５ページの表２－６ですけども。 

 

事 務 局 
原子力センター 

竹ヶ原所長 

 ３４ページをお開きください。 

 ３４ページの中段くらいにキャベツ、横浜町、２８年１１月１０日採

取というものがございます。これを右の方に追っていただくと、炭素１

４の測定結果、上段に１０ベクレル/㎏生の放射能、それから、その下に

比放射能０．２４ベクレル/g 炭素を記載してございます。この０．２４

ベクレル/g 炭素という数字が比放射能の数値でございます。 
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山澤委員 では、０．２４ベクレル／g炭素であれば通常の範囲であるという解

釈でよろしいわけですね。 

 

事 務 局 
原子力センター 

竹ヶ原所長 

施設の影響はなかったものと、ここで判断してございます。 

 

山澤委員  分かりました。 

 それからもう１点、よろしいでしょうか。 

 先ほど、空間線量率が過去の測定値を上回った事例が結構出ていると

いうご紹介だったのですが、これについて、まずスペクトルを確認した

ということは、鉛とビスマスの２１４がはっきり確認されたということ

でしょうか？ということと、それから、複数地点で出ていますけども、

同一日で測定されたかということ。 

 それから、確か２０１５年でしたっけ？１２月にもかなり高い線量率

が出ていたと思うのですが、そのときは大陸からの輸送があったという

解釈で説明をいただいています。 

 今回についても、何かそういった多数の地点で線量率が高くなったこ

とについて解釈できるようなことがあればご紹介いただきたいと思う

のですが。 

 以上です。 

 

事 務 局 
原子力センター 

竹ヶ原所長 

 私共、今回も前回高かった時と同様の解析はしてございます。 

 それで、まず１問目のビスマス２１４等のスペクトルが見られたかと

いうことは、ビスマス２１４等の放射性核種が確認されており、更に人

工放射性核種がなかったということでございます。 

 それから、同時期かということにつきましても、同日の同じ時間帯で

このような結果が得られたということでございます。 

 

議 長  よろしいですか。 

 その他、ご質問ございますでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

 それでは、まとめさせていただきたいと思います。 

 まず、原子燃料サイクル施設に係る調査結果について確認をいたしま

す。 

 平成２８年度第３四半期の調査結果につきましては、資料３の６ペー

ジに記載のとおりでございます。環境放射線等はこれまでと同じ水準で

あった、原子燃料サイクル施設からの影響は認められなかった、と評価、
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確認したとしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

 

（異議なしの声あり） 

 

 ありがとうございます。 

 では、そのように評価、確認したこととさせていただきます。 

 次に東通原子力発電所に係る調査結果についてです。 

 平成２８年度第３四半期の調査結果については、資料３の９６ページ

に記載のとおり、環境放射線はこれまでと同じ水準であった、東通原子

力発電所からの影響は認められなかった、と評価、確認したとしたいと

思いますが、いかがでございますか。 

 

（異議なしの声あり） 

 

 ありがとうございます。 

 そのように評価、確認したことといたします。 

 最後にリサイクル燃料備蓄センターに係る調査結果についてです。 

 平成２８年度第３四半期の調査結果については、１５９ページに記載

のとおり、環境放射線はこれまでと同じ水準であった、と評価、確認し

たことといたしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

（異議なしの声あり） 

 

 よろしいですか。 

 そのように評価、確認したこととしたいと思います。 

 次の議題に移らせていただきます。 

 議事の２、東通原子力発電所温排水影響調査結果について、事務局か

らの説明をお願いします。 

 

事 務 局 

水産振興課 

松坂課長 

水産振興課の松坂でございます。 

 それでは、平成２８年度第３四半期に実施しました温排水影響調査の

結果につきまして、お手元の資料４、東通原子力発電所温排水影響調査

結果報告書、平成２８年度第３四半期報に基づきましてご説明いたしま

す。 

 なお、原子力発電所は、運転停止中でございますので、温排水は出て

いない状態の調査結果ということでございます。 

 まず、調査概要です。 

 資料の１ページをお開きください。 
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 １ページは、調査概要を記載しておりますが、調査期間は、県が平成

２８年１１月１１日、東北電力が１０月１日から１２月３１日までとな

っております。 

 （３）の調査項目、２ページ以降の（４）調査位置、それから調査方

法につきましては、前回と同様ですので、後ほどご覧いただければと思

います。 

 調査結果の方に移らせていただきます。 

 １０ページから１２ページに今回実施しました調査結果の概要を記

載しておりますが、内容につきましては、１３ページ以降の各調査項目

に沿ってご説明いたします。 

 まず、青森県の調査結果でございます。 

 １３ページをご覧ください。 

 １４ページにかけまして、水温の調査結果を記載しております。１３

ページの図２－１のとおり、表層水温は１２．７℃から１３．２℃の範

囲でございました。 

 また、１４ページの図２－２に１０ｍ以浅及び全層の鉛直分布を示し

ました。表層を含む全体の水温は１２．７℃から１４．３℃の範囲でご

ざいました。 

 続いて塩分です。１５ページ及び１６ページに塩分の調査結果を記載

しております。 

 １５ページの図２－３のとおり、表層の塩分は３４．０から３４．１

の範囲でございました。 

 また、１６ページの図２－４に１０ｍ以浅及び全層の鉛直分布を示し

ております。表層を含む全体の塩分は３４．０から３４．１の範囲でご

ざいました。 

 続きまして、東北電力実施分でございます。 

 まず、取放水温度でございます。 

 １７ページに取放水温度の調査結果を記載してございます。 

 取水口の水温は８．２℃から２０．１℃であり、放水口の温度は８．

５℃から２０．５℃の範囲でございました。 

 続いて、水温・塩分でございます。 

 水温ですが、１８ページ及び１９ページに水温の調査結果を記載して

います。 

 １８ページの図３－１のとおり、０．５ｍ層における水温は１３．５℃

から１４．１℃の範囲でございました。 

 １９ページの図３－２に鉛直分布を示しております。全体の水温は１

２．９℃から１４．１℃の範囲でございました。 

 また、調査前日から調査当日の流れは、北に向かう流れと南に向かう

流れが交互に見られまして、調査時は岸沿いで、西流から南流傾向、沖
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合では南流傾向を示しておりました。 

 続いて塩分でございます。 

 ２０ページ及び２１ページに塩分の調査結果を記載しております。 

 ２０ページの図３－３のとおり、０．５ｍ層における塩分は３３．９

から３４．０の範囲でございました。 

 ２１ページの図３－４に鉛直分布を示しております。全体の塩分は 

３３．７から３４．０の範囲でございました。 

 次、流況でございます。 

 ２２ページに流況の調査結果を記載しております。流向は汀線にほぼ

平行な流れで、北から北北東に向かう流れ及び南から南南西に向かう流

れが卓越しておりました。流速は１秒当たり３０cm までが大部分を占

めておりました。 

 次に水質、底質でございます。 

 ２３ページ及び２４ページに水質及び底質の調査結果を記載してお

ります。各項目の測定結果は、表３－２及び表３－３に記載のとおりで、

おおむねこれまでの調査結果と同様の範囲となっておりました。 

 次に卵・稚仔でございます。 

 ２５ページに卵・稚仔の調査結果を記載しております。卵は単脂球形

不明卵１など、９種類が出現し、平均個数は１，０００㎥当たり２４個

でございました。 

 稚仔はムラソイなど５種類が出現し、平均個体数は１，０００㎥当た

り４個体でございました。 

 次にプランクトンでございます。 

 まず、動物プランクトンですが、２６ページにプランクトンの調査結

果を記載しております。 

 動物プランクトンは、節足動物を中心に６８種類が出現し、平均個体

数は１㎥当たり１１，９７６個体でございました。 

 次に植物プランクトンです。 

 植物プランクトンは、ハプト植物を中心に５０種類が出現し、平均細

胞数は１ℓ当たり４１，６０５細胞でございました。 

 次、海藻草類、底生生物でございます。 

 ２７ページに海藻草類と底生生物の調査結果を記載しております。 

 海藻草類はサビ亜科など、６２種類が出現しました。底生生物はキタ

ムラサキウニなど７種類が出現し、平均個体数は１㎡当たり３個体でご

ざいました。 

 生物の結果につきましても、おおむねこれまでの調査結果と同様の傾

向となっておりました。 

 ２８ページ以降は資料編となっておりますので、参考にしていただき

たいと思います。 
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 以上で説明を終わります。 

 続きまして、７１ページをお願いいたします。 

 このページは、東通原子力発電所における海水温度モニタリング装置

取り換え時の代替測定及び放水路暗渠の点検時の対応について記載し

ております。 

 付１につきまして、東北電力株式会社からご説明いたします。 

 

東北電力(株) 

東通原子力発電所 

小笠原副所長 

それでは、東北電力の小笠原でございます。 

 ７１ページ、付１につきましてご説明をいたしたいと思います。 

 ７１ページの次のページ、７２ページをご覧いただきたいと思いま

す。 

 付１ということで、海水温度モニタリング装置取り換え時の代替測定

の話と、あと、放水路暗渠点検時の対応と、この２点につきまして、付

として資料をまとめさせていただきました。 

 資料の第１フレーズにつきましては、今の測定の状況を記載しており

ます。 

 図－１、取水の温度調査位置、放水の温度調査位置につきまして、そ

れぞれ※１、※２ということで記載してございます。 

 第２段落目ですね。「このたび」というところでございますが、まず１

点目でございます。取水温度及び放水温度を測定している温度モニタリ

ング装置につきまして、７月の下旬から８月の下旬に取り換えをいたし

たいと考えております。 

 工事期間中は、常設の電気式水温計からメモリー式の電気式水温計で

の代替測定を行うこととしております。その状況につきまして表１で

す。表１に７月の下旬から８月の下旬にメモリー式の水温計に代替測定

をして、常設の水温計を取り換えるということを表記させていただいて

おります。 

 もう１点、「また」以降でございますが、放水路暗渠の点検というもの

を７月から１２月に実施いたします。これに伴い、２連ある放水路の暗

渠を片側ずつ水抜きして点検をいたします。 

 点検中の放水路温度は、暗渠が２連あるうち片側３点、都合６点の計

測で平均値をとってございますが、点検中につきましては、片側３点の

みの平均値となるということを記載してございます。表２にその辺の状

況を記載しております。放水温度、平成２９年７月から１２月、これま

での間は、点検をしていない方の水路の片側３点の平均値を用いてデー

タを整理するということでございます。 

 以上、説明でございました。 
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議 長  ありがとうございます。 

 ただ今の説明に関しまして、ご質問ございますでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

 それでは、今後も引き続きデータの収集に努めてくださるようお願い

いたします。 

 続いて、その他の事項に入らせていただきます。 

 様々説明がございますが、質疑に関しましては、最後にまとめて行い

たいと思います。 

 まずは、次第に従い、各事業者から順次説明をお願いいたします。 

 

日本原燃㈱ 

津幡副社長 

日本原燃の津幡でございます。 

 では、参考資料１に基づきまして、原子燃料サイクル事業の現在の状

況についてご説明させていただきます。 

 まず１の（１）新規制基準の対応状況についてでございます。 

 ウラン濃縮工場の加工事業の変更許可の状況でございます。 

先ほど、三村知事からのご挨拶にもございましたけども、平成２５年

５月１４日に原子炉等規制法に基づきまして、ウラン濃縮に係わる事業

変更許可申請を行っております。新規制基準への適合性等の審査を受け

ておりましたが、一部の補正、※２に書いている、４回ほどの補正を行

い、５月１７日に許可をされたといったところでございます。 

 次、b、再処理工場及び高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センターに係

わる新増設等の計画書の提出でございます。 

 ７月２４日に青森県及び六ヶ所村に対して、再処理工場、高レベル放

射性管理センターの増設等計画書を提出いたしまして、７月２８日にご

了解を得ております。 

 この計画書は、再処理事業変更許可申請、それから廃棄物管理事業変

更許可申請の補正申請に先立ちまして、安全協定に基づいて提出したも

のでございます。 

 なお、記載はありませんが、ＭＯＸにつきましては、現在、建設中で

ございまして、安全協定の締結前ということで、こういった対象外とな

ってございます。 

 c、再処理事業変更許可、それから廃棄物管理事業、ＭＯＸ燃料加工事

業の一部補正についてでございます。 

 ５月９日に、これは３つの事業変更許可申請、一部補正を原子力規制

委員会に提出したところでございます。 

 この補正の内容でございますが、基準地震動の見直しや技術的能力に

関する記載の充実などでございます。 

 （２）品質保証活動に対する是正措置の対応状況についてでございま

す。 
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 これは、昨年１２月に報告徴収命令を国から受けて、そして１月３０

日に報告書を提出していたという件でございます。 

 ２月２８日には、この報告書の改正版を提出いたしまして、３月１５

日の原子力規制委員会におきまして、その内容が審議されました。規制

委員会からは、当面の対応として、是正措置計画とその進捗などをチェ

ックする仕組みはできていること。社長自身が責任を持ってやる仕組み

も構築されていることなどからを評価されまして、これから、これらの

実施状況を保安検査などの中で確認していくと。保安検査、３か月ごと

に行われる検査でございますが、その中で確認していくということで了

承されてございます。 

 （３）原子力事業者、防災業務計画の修正でございます。 

 これは、原子力災害対策特別措置法に基づきまして、青森県、六ヶ所

村との協議を経まして、原子力事業者が防災業務計画を修正いたしまし

て、３月２７日に内閣総理大臣、それから原子力規制委員会に届けたと

ころでございます。 

 今回の修正でございますが、社内の組織改正、それから原子力緊急事

態支援組織というものが電力内で作られましたので、それの委託をそち

らの組織にする。そういったところの運用解消を考えましての修正。そ

れから、防災資機材数の数量の見直しを踏まえて、その修正を行ったも

のでございます。 

 次のページ、２ページ目でございますけども、ウラン濃縮事業（１）

の状況につきましては記載のとおりで、前回から変更はございません。 

 ３、低レベル放射性廃棄物埋設事業についてでございます。 

 廃棄体の受入状況、７月２４日、２９日で大飯原子力発電所から 

１，４９６本の廃棄体を受け入れてございます。 

 （２）受入埋設実績でございますけども、記載のとおりでございまし

て、前回の報告と同じでございます。 

 （３）低レベル放射性廃棄物受入計画についてでございます。 

 平成２９年度は１４，１９２本を予定してございます。搬出元は記載

のとおりでございます。 

 ４、高レベル放射性廃棄物管理事業についてでございます。 

 （１）の受入管理実績は記載のとおりでございまして、前回の報告と

同じでございます。 

 （２）２９年度の受入計画については、受入予定はございません。先

ほど申しました高レベル放射性廃棄物の審査、そういったところも含め

まして、耐震工事もございますので、そちらの予定、受ける予定はござ

いません。 

 ５、（１）再処理施設本体工事の進捗状況、（２）アクティブ試験、（３）

使用済燃料の受入再処理量につきましては記載のとおりで、前回の報告
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と代わってございません。 

 （２）の平成２９年度の使用済み燃料受入計画についても、同様に受

入予定はございません。 

 （５）北陸原子力発電所、石川原子力発電所２号炉の原子炉建屋内に

雨水が流入した事象に係わる対応についての追加指示がございました。 

 原子力規制委員会の指示文書は、平成２８年１１月１６日に出ており

ましたけども、この内容については、２８年１２月２６日に報告し、ま

た追加として１月２４日に改正版を報告してございました。 

 これにつきまして、更に規制委員会の通達文書が出まして、止水措置

を実施していない貫通部について止水処置を実施すること。措置の実施

が完了するまでの間は、浸水を監視し、浸水に至る蓋然性が高い状況を

検知した時は、これを防ぐ応急処置をすることとの指示がございまし

た。再処理施設については、止水処置を実施していない建屋の貫通部、

５９か所ほどございましたので、止水処置を実施するなどの計画を策定

いたしまして、３月４日に規制委員会の方に報告してございます。 

 ６、ＭＯＸ加工事業については、記載のとおり、前回と変更はござい

ません。 

 以上でございます。 

 

東北電力㈱ 

火力原子力本部 

原子力部 

大渕部長 

東北電力の大渕でございます。 

 それでは、参考資料２に基づきまして、東通原子力発電所の現在の状

況について説明をさせていただきます。 

 はじめに運転状況でございますけども、平成２３年２月６日より第５

回の定期検査中でございますので、電気出力はゼロとなっております。 

 次に３番のその他について、３件報告をさせていただきます。 

 はじめに、原子力災害時における北海道電力との相互協力に関する基

本合意の締結についてになります。 

 当社は、昨年９月に東京電力ホールディングスとの間に原子力災害時

における住民避難支援に係わる相互協力に関する基本合意というもの

を締結しておりますけども、この３月１０日に北海道電力とも同様の基

本合意を締結いたしました。 

 現在、原子力防災の充実を目的としまして、原子力に係わる１２の事

業者が、原子力災害時における原子力事業者間協力協定、いわゆる１２

社協定を締結しております。 

 更に、ここには書いておりませんけども、青森県においては、青森県

内の５つの原子力事業者が青森県内原子力事業者間安全協力推進協定、

これを結んでございます。 

 今般、この事業者協定の実効性をより高めるものといたしまして、東

北電力と北海道電力の原子力発電所において、万一、原子力災害が発生
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した場合に、地域の皆様の避難支援が迅速かつ的確に行われるよう、両

社で相互に協力することについて基本合意に至りました。 

 相互協力の詳細については、今後詰めていくこととしております。 

 別紙１に基本合意の概要を示しておりますので、これは後ほどご覧く

ださい。 

 次項をご覧ください。 

 ２つ目になりますけども、東通原子力発電所原子力事業者防災業務計

画の修正についてでございます。 

 当社は、この青森県と東通村と協議を経まして、防災業務計画を修正

し、２月２８日に内閣総理大臣及び原子力規制委員会に届け出を行いま

した。 

 今回の主な修正点は、そこに書いております２点になります。 

 １点目は、原子力災害発生時に当社の本店の対策本部内に住民避難支

援班、これを設置しまして、避難一時移転、移転される方の汚染状況を

確認する検査の支援と、住民避難に係わる協力・支援を行う旨、記載し

たというのが１点でございます。 

 ２点目は、福井県の美浜町に設置しました原子力緊急事態支援組織に

おける発災事業者の派遣要員、保有資機材の拡充などについて追記した

ものになります。 

 当社といたしましては、今後も原子力防災体制の整備に万全を尽くし

て参りたいと考えております。 

 次、３番目になりますけども（３）の東通原子力発電所敷地内断層等

に関する追加調査の実施についてでございます。 

 ここに書いてありますけども、東通原子力発電所の敷地内断層につき

ましては、現在、原子力規制委員会により審査が進められておりますが、

３月１７日に開催されました審査会合におきまして、耐震重要施設直下

ｆ－２断層については、「将来活動する可能性がある断層等」には該当

しないとの確認がされました。 

 一方、このｆ－１、ｍ－a断層については、更なる説明を求めるコメ

ントを受けており、説明性の向上を図るためデータの更なる拡充が必要

と判断しまして、掘削等の追加調査を実施し、その断層の性状等を確認

することといたしました。 

 別紙２、一番後ろにありますけど別紙２をご覧ください。 

 別紙２に調査の位置図を示しておりますけども、赤で書いております

右上のｍ－a断層、調査用トレンチということで、ここに新たなトレン

チを掘削いたします。 

 一方、ｆ－１につきましては、左側に書いてありますように、既存ト

レンチとございますけども、既存トレンチ、矢印の部分ですけども、こ

この追加掘削を更に行っていくこととしております。 
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 この調査期間は、５月１８日より約３か月程度予定しておりまして、

調査結果については、今後の審査会合で説明していくことになります。 

 当社からは以上でございます。 

 

リサイクル 

燃料貯蔵㈱ 

青木技術部長 

リサイクル燃料貯蔵の青木です。 

 参考資料３を用いまして、リサイクル燃料備蓄センターの現在の状況

についてご説明させていただきます。 

 １．になります。新規制基準の適合性審査の状況です。 

 事業変更許可の新規制基準への適合審査でございますが、ヒアリング

の審査につきましては、先月、４月２８日までに計１３３回、それから

原子力規制委員会による公開の審査会合につきましては、合計６回実施

されております。 

 施設関係につきましては、金属キャスクの基本的安全機能などが対象

となりますけども、昨年の６月までに概ね規制基準の適合性が確認され

ておりまして、昨年９月１６日に事業変更許可の一部補正を行っている

ところでございます。 

 また、地震等の関係につきましては、昨年６月から審査会合を分野ご

と、分野と申しますのは、地質・地質構造、あるいは火山、地震動、津

波、地盤といった分野ごとに審議が行われることとなりまして、まずは

地質構造、火山について審議が行われまして、昨年１２月１６日に審査

会合にて概ね妥当な検討がなされたと評価をされているところでござ

います。 

 地震・地震動につきましては、本年２月１０日開催されました敷地ご

とに震源を特定して策定する地震動の審査会合に引き続きまして、４月

２８日、震源を特定せず策定する地震動の審査会合が開催されまして、

概ね妥当な検討がなされたと評価をいただいたところです。 

 引き続き、基準地震動の策定に向けて取り組んでまいるところでござ

います。 

 ２．ですが、原子力事業者防災業務計画の修正についてです。 

 原子力災害対策特別措置法に基づきまして、青森県知事及びむつ市長

さんとの協議を経て、リサイクル燃料備蓄センター、原子力事業者防災

業務計画の社内組織の見直し、通報先の修正などを行いまして、本年３

月２３日に内閣総理大臣及び原子力規制委員会に届け出をいたしてい

るところでございます。 

 私からの説明は以上になります。 
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議 長 ありがとうございました。 

 ただ今、参考資料の１から３にわたりましてご説明がございました

が、何かご質問、ございますでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

 全体を通しての再度のご質問、ご意見でも構いませんが。よろしいで

すか。 

 それでは、これで当会議、本日の審議事項は全て終了いたしましたの

で、会議を終了させていただきたいと思います。 

 ご協力、誠にありがとうございました。 

 マイクを返します。 

 

司 会  以上をもちまして、平成２９年度青森県原子力施設環境放射線等監視

評価会議合同会議を閉会いたします。 

 本日は、どうもありがとうございました。 

 

 


